
食品廃棄物で産業振興 

～農業資源を活用した新たなビジネスと食品ロス削減を目指して～ 
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１ 研究の動機 

 「廃棄物と地域資源で産業振興！」 

 岩手県北上市二子町の伝統野菜である二子里芋（ふたごさ

といも）の頭芋 は、毎年 20～30 トンほど廃棄処分されてい

ます。それをソーセージに添加することで新製品の開発を

実現、この４年間で私たちは 355kg の有効利用につなげる

ことができましたが割合でみるとわずか 1.8％ほどです。 

 廃棄物の消費には限界があり、その消費拡大と廃棄物と

して捨てられる量を抑えることが課題となっています。さ

らに私たちの開発してきたソーセージは１種類しかありま

せん。 

そこで、地域に埋もれている利用価値のある素材を発掘

し、種類を増やして開発・商品化すれば、廃棄物の消費量を

延ばすだけでなく、さまざまな地域資源を循環させるビジ

ネスチャンスが来る！そして、それが農家の売上げになり、

新たな産業振興の第一歩になる！という仮説を実証するた

め研究を始めました。 

 

２ 研究目標 

（１） 地域に埋もれている利用価値のある素材を使った

ソーセージの開発を行う。 

（２） 商品化を実現し、廃棄されている資源の消費サイ

クルを構築する。 

（３） 農家や企業のビジネスとして、売上げに貢献でき

る循環システムを成立させる。 

 

３ 研究計画 

研究１年目は、地域資源の有効利用を目指し、製造技術を

譲渡した企業での商品化に重点を置き、研究２年目は食品ロ

ス削減のため賞味期限を延ばした商品の開発を計画しまし

た。 

 

４ 研究内容 

この 4 年間、これまで開発してきた二子里芋ソーセージ

を広めるため、企業に製造技術を譲渡して販売できるとこ

ろを探していました。しかし、多くの企業に「できない！」

と断られ、諦めかけていたところ、班のメンバーが花巻市内

の食肉卸売業、株式会社きむらさんに交渉、即「協力しま

す！」と快諾、遂に企業と連携した研究がスタートしまし

た。 
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はじめに行ったのが、地域資源の発掘です。昨年 10 月、

私たちは花巻バイオマスエナジーの高橋社長より「発電の

際に余った熱で栽培しているキクラゲを利用できないか」

と相談を受け、早速、キクラゲを使ってソーセージを製造

しました。しかし、思ったよりキクラゲの存在感を出すこ

とが難しく、乾燥と生のキクラゲを、何度も配合を変えて

製造し、連携企業からアドバイスも頂きながらの試行錯誤

が続きました。結果、生より強度が２倍以上の乾燥を、肉

に対して 10％添加することで歯ごたえと存在感を引き出

すことに成功しました。 

さらに、キクラゲと言えば豚骨ラーメンというイメージ

があり、地元ラーメン店の協力により豚骨スープを頂戴し

ソーセージの出汁氷として使用、紅ショウガを入れること

で彩りと食感にアクセントを持たせました。 

 

開発を繰り返した結果、既存の二子里芋ソーセージをベ

ースにキクラゲを使った 2 商品と頭芋や規格外の花巻産ア

スパラガスを新たに添加した 1 商品、計 3 商品を約半年か

け開発し試験販売を経て、3 月 23 日の商品化に漕ぎつけま

した。 

事前告知としてマスコミに生放送などで取り上げていた

だいたことで学校に問い合わせの電話が殺到しうれしい限

りでした。 

販売会前日、私たちは期待を胸に企業で製造した 1,800

本の商品の試食検査をしました。ところが脂肪分離しぼそ

ぼそとした食感で、旨味が全くないソーセージになってい

ました。「これでは販売できない！」という絶望と焦りを感

じるとともに明日の販売会を中止することも頭をよぎりま

したが、「楽しみに待っている地域の皆さんを裏切りたくな

い。」という一心で、連携企業と総出で作り直し、販売日に

何とか間に合わせることができました。 

 

いよいよ販売当日、想像をはるかに超えて 2 時間の販売

会は大盛況に終わりました。里芋農家さんからも「おらた

ちの芋を使ってくれてありがとう！」という声などを頂き

「これからも地域の活性化に貢献していこう」とみんなで

誓いました。 
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販売会が終わった後も注文が殺到し、前回の失敗をもと

に製造方法を私たちが直接企業にアドバイスするなど、現

在は安定した商品に成長。地元有名店を始め、他４店舗で

販売し、さらに温泉施設のバイキングなどに普及拡大を計

画しています。 

 

現在の 3 商品の売上げは、50 万円を超え、延べ 3,600 本

の普及になっています。この結果、廃棄物や地域資源の消

費が進み、年間で合計 1.2 トンほどの消費を見込んでいま

す。社長さんからは「製造が追いつかない状態が続いてい

ます。」という声を頂き、地域に求められる商品を育成する

ことができました。 

 

私たちは、この商品の安全性を担保するために、食品微

生物の授業で学んだ微生物検査を行いました。しかし、商

品化前に試験的に製造した連携企業のソーセージを 17 日

間保存すると一般生菌と乳酸菌から、食品衛生検査指針の

300 個未満を優に超える、1 万個以上の菌が見られ、その数

に衝撃を受けました。そこで企業に花農版ハサップの衛生

管理を提案し、製造工程中の温度管理を見直していただき

ました。 

これらをきっかけに、ホップの樹脂成分「ルプリン」が

もつ抗菌物質を抽出しソーセージに添加することで微生物

を抑制できるのではないかと仮説を立てました。 

この研究は、先輩から受け継いだもので、ルプリンには

抗菌力が存在しているというところまでは分かっていまし

た。 

先輩方は、ルプリンの抽出方法として熱水を使用してい

ましたが、私たちは有機溶媒で抽出を行うことにしました。

溶媒やその濃度を変えながら 70℃２時間振とう培養器で、

2％ルプリン溶液を抽出。その溶液を使用し、有害菌を混ぜ

た一般生菌と乳酸菌の培地の中心部にろ紙を置き、0.1ml滴

下、その周りに透明な円を形成し雑菌の侵入を阻止できれ

ば、抗菌力の有意性を判断できる阻止円実験を行いました。   

結果、様々な溶媒で抽出したルプリン溶液の中で最も阻

止円の形成が顕著だったのが 47％以上のアルコール濃度

で抽出した溶液でした。それを肉に対して、10％添加した

ところ、同じ日に製造した保存期間 82 日のコントロールと

比較しても発生した菌数が規定以下で、安全係数 0.8 をか

けると、市販の賞味期限 25 日を大きく上回る 65 日の賞味
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期限をつけることができました。 

これによってルプリンの高い抗菌力を証明。銀河フーズ

株式会社のクロスチェックでも認められ、品質管理リーダ

ーの平澤さんから「これは、特許に値する素晴らしい成果

です。」と評価していただき、仮説のとおりソーセージに有

効であることを立証。ギフトに対応できる 40 日以上の賞味

期限をつけたことで、連携企業の主力商品への使用が決定

しました。 

このことから、遠野市のホップ農家と銀河フーズの連携

が開始したことでホップのビール以外への利用拡大と期限

切れによる食品ロスを削減できる見通しが立ちました。農

家さんからも「ホップの可能性を広げた過去に類のない研

究だ」とのお言葉をいただき、生産者と企業の橋渡しをす

ることができました。 

 

この活動が、全国放送をはじめ各報道機関で紹介、イオ

ンエコワングランプリで環境大臣賞を受賞した他、環境甲

子園など外部でも高く評価して頂きました。 

 

 

５ 研究の成果 

（１） 私たちが開発した製品を企業で商品化したこと

で、廃棄物や規格外の地域資源を年間 1.2 トン消

費し頭芋だけでも年間 5.3％分の有効利用を見込

むことができた。 

 

 

 

（２） 私たちの研究で、捨てられているものなどからビ

ジネスの循環システムを成立させ、販路を開拓し

たことで農家や企業の年間売上げに貢献できる

見通しが立った。 

 

（３） 廃棄物や規格外などの地域資源に利用価値をつ

けることができ、消費サイクルの構築につなげる

ことができた。 
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（４） ルプリンの抗菌物質は、ソーセージに添加するこ

とで微生物を抑制する効果を立証し賞味期限を

市販品と比べ 65 日に伸ばすことに成功。さらに、

ホップを使った新たなビジネスとして地域を活

性化させることができた。 

 

 

 

６ 今後の課題 

（１） 新たに見つけた廃棄されている酒粕で旨味を引

き出すソーセージを開発し株式会社きむらに提

案する。 

（２） 銀河フーズ株式会社と連携してルプリン溶液の

抽出方法と製造方法の特許を取得する。 

 

 

 

７ 最後に 

私たちは、廃棄される資源を廃棄されたままにするの

ではなく、地域資源としての有効利用を推進させ、地域

活性化と産業振興の第一歩になることを宣言します！                     



　20年以上にわたり、地元食材を使ったソーセージを製造している花巻農業高校のソーセージ研究班。地元
の特産品である二子さといもの廃棄物を使ったソーセージは、なめらかな舌触りが評判の人気製品です。現
在取り組んでいるのは、長期保存ができるソーセージの開発。期限切れによる食品ロスの削減を目指します。
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岩手県立花巻農業高等学校　ソーセージ研究班

　授業や部活動と並行し
ながらでも頑張れるのは、
何よりソーセージ作りが楽
しいから。ソーセージを通
じた地域活性化を目指し
て、歩み続けます。

１２

３４

５

もっと詳しい
活動内容はこちら

清掃も大切な作業のひとつ！

ソーセージの製造では、
成型が一番楽しいと話す生徒多数！

上達するとスピードが上がる花巻農業高校の敷地内には、
詩人の宮沢賢治が暮らしていた
建物が移築復元されているよ

飽きずに食べ続けられる味に
こだわってます

赤く丸を付けている
ところが阻止円です

二子さといもを
加熱して凍らせたもの

ソーセージが太く食べ応えがあると好評

研究室のホワイトボードには研究結果がびっしり

円が現れたときは嬉しかった！

食品廃棄物を使った
ソーセージ×長期保存で
フードロスを削減！

これが樹脂を混合した溶液！！
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